
省

令

告

示

平成™š年š月™œ日 金曜日 第œœ™™号官 報

〇
国
土
交
通
省
令
第
十
六
号

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
三
十

九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
化
学
物
質
の
審
査
及
び

製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第

百
十
七
号
）
第
三
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法

を
実
施
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
関
係
化
学
物
質
の
審
査

及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

国
土
交
通
省
関
係
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等

の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

国
土
交
通
省
関
係
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規

制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
運
輸
省
令

第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
第
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十

一
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
三
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
四
十
四
条

第
四
項
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
表
中「
第
3
3条
第
２
項
」

を「
第
4
4条
第
２

項
」

に
改
め
、
同
様
式
裏
中「

第
3
3条
」

を「
第
4
4条
」

に
、

「
届
出
使
用
者
又
は
第
2
6条
第
１
項
」

を「
第
１
種
特

定
化
学
物
質
等
取
扱
事
業
者
又
は
第
3
5条
第
１
項
」

に
、

「
第
2
2条
」

を「
第
3
4条
」

に
、

「
第
4
5条
」

を「
第
6
0条
」

に
、

「
第
3
3条
第
１
項
」

を「
第
4
4条
第
１
項
」

に
、

「
第
4
6

条
」

を「
第
6
1条
」

に
、

「
第
4
3条
第
３
号
、
第
4
4条
」

を

「
第
5
8条
第
３
号
、
第
5
9条
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
防
衛
省
令
第
二
号

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三

年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、

防
衛
省
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

防
衛
省
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

防
衛
省
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成

二
十
二
年
防
衛
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
中「
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
」の
下
に「（
常

時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
職
員
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

に
相
当
す
る
休
暇
）」を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
公
正
取
引
委
員
会
告
示
第
一
号

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十

二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律

第
六
十
六
号
）
第
七
条
第
二
項
の
事
務
所
の
場
所
を
次
の

と
お
り
告
示
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
な
お
、
平
成
十
三
年
三
月
二
十
三
日
公
正
取
引
委
員

会
告
示
第
九
号
（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に

関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
閲
覧
所
を
定
め
た
件
）
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三

十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

竹
島

一
彦

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
一
番
一
号

中
央
合

同
庁
舎
第
六
号
館
Ｂ
棟

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
官

房
総
務
課
内

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

R

〔
皇
室
事
項
〕

R

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

R

〔
資

料
〕

日
本
と
世
界
の
天
候（
平
成
二
十
三
年
二
月
）

（
速
報
）（
気
象
庁
）

J
I

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁有

権
者
申
出
方
、
司
法
書
士
懲
戒
処
分
、

前
払
式
支
払
手
段
発
行
者
の
発
行
保
証
金

に
係
る
仮
配
当
表
、
前
払
式
支
払
手
段
発

行
者
の
発
行
保
証
金
に
係
る
権
利
の
実
行

に
関
す
る
意
見
聴
取
会
、
職
員
の
免
職
処

分
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
解
決
手
続
実
施

団
体
指
定
関
係

J
K

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
破
産
、
免
責
、特
別
清
算
、

再
生
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
関
係

K
R

会
社
そ
の
他

〇
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
六
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）

第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人

労
働
者
健
康
福
祉
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会

計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
の
業
務
運

営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
の
業
務
運
営
並

び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生

労
働
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
の
二
中
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号

を
第
三
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
第
一
条
各
号
」
を
「
第
一
条

の
二
各
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
総
務
省
告
示
第
九
十
六
号

統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
二
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
二
条
第
九
項
に
規

定
す
る
統
計
基
準
と
し
て
、
季
節
調
整
法
の
適
用
に
当

た
っ
て
の
統
計
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
三

年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

季
節
調
整
法
の
適
用
に
当
た
っ
て
の
統
計
基
準

１
季
節
調
整
法
を
適
用
す
る
場
合
の
手
法

季
節
調
整
法
を
適
用
す
る
場
合
は
、
手
法
の
適
切
性

に
つ
い
て
国
際
的
に
一
般
的
な
評
価
を
受
け
て
い
る
手

法
を
継
続
的
に
使
用
す
る
（
Ｘ
`

1
2
`
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ

等
）。

２
季
節
調
整
法
の
適
用
に
関
す
る
公
表
事
項

\
季
節
調
整
法
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ

る
季
節
調
整
法
の
運
用
に
関
す
る
情
報
を
、
季
節
調

整
値
と
併
せ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の

適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

{
手
法
の
名
称

|
推
計
に
使
用
す
る
デ
ー
タ
期
間

}
オ
プ
シ
ョ
ン
等
の
設
定
内
容
及
び
設
定
理
由

~
オ
プ
シ
ョ
ン
等
の
見
直
し
の
頻
度
及
び
時
期

�
季
節
調
整
値
の
改
定
の
頻
度
及
び
時
期
並
び
に
改

定
の
対
象
と
す
る
デ
ー
タ
期
間

�
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

]
前
記
\
の
場
合
に
お
い
て
、
オ
プ
シ
ョ
ン
等
の
設

定
内
容
に
つ
い
て
重
大
な
変
更
が
あ
る
と
き
は
、
変

更
の
影
響
（
例
え
ば
変
更
前
に
公
表
さ
れ
た
季
節
調

整
値
と
変
更
後
の
季
節
調
整
値
の
差
異
）
を
併
せ
て

公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

３
手
法
を
変
更
し
た
場
合
の
公
表
事
項

適
用
し
て
い
る
手
法
を
変
更
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
変
更
内
容
、
変
更
理
由
及
び
変
更
の
影
響
（
例

え
ば
旧
手
法
に
よ
る
季
節
調
整
値
と
新
手
法
に
よ
る
季

節
調
整
値
の
差
異
）
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ

の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
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